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は じめに

　
「
調 べ 学習 」 を重視する 平成元 年（1989）度 の 指

導要領の改訂に よ っ て ，公共図書館に負担が か か っ

て い る事例は，た とえば 『
現代 の 図書館』 誌 の40号

の 特集
1〕

に見る よ うに枚挙に い とまが ない
。

こ の こ

とか らもわ か る よ うに ，初等中等教育の 変遷 は 学校

図書館の み な らず公共図書館 に も大きな影響を 与 え

て きた 。 そ うした なか ， 2003年度 よ り高校に新教科
「
情報 」 が導入 された。こ の 科目の 導入 に よ る図書

館へ の影響に 関 して は ，20Q4年ll月 の 図書館 総合展
　 　 　 　 　 　 　 　 　 2］

で の フ ォ
ー

ラ ム の
一

つ に取 り上 げ られ る な ど，図

書館界で は 追い 風 の よ うに捉え る む きが あ る よ うに

も見 える 。

　 しか し，昨年度 に我 々 が研究 した，高等学校向け

の文部科学省検定済み教科書や大学 で の
’
情報科教

育法
’

向け教科書 の 調査か らすると，必ず しも楽観

を許 さない 状況 に あ る と解釈 で きる 。 そ こ で ，我 々

は昨年の 教科書調査に続 く検証 と して ，教科書出版

社 と大学教職課程
「
情報科教育法」 担 当者へ の ア ン

ケ
ー

ト調査 を行 い ，
「

図書館」
へ の 意識 を調査 し た 。

1、背景説明

　 こ こ で は，掲載誌の性格を考慮 して，調査結果 の

報告に 最小 限必要 な背景説明 を指導要領解説
3 ｝

に 基

づ き行 う。

　小 中高 の 教育 を，
「
初等中等教育」 と呼ぶ が

， 初

等中等教育に お け る 「
情報教育 」 は，高等学校 に お

と うま　 まこ と　 桃Ili学 院大 学経 済学 部

しほ た　 つ と む　桃山学院大 学経 営学 部

た に も と　た つ や 　羽衣国際大学
・羽衣 学園短期大学

に しお か 　き よ の り　 大阪市立大 学大学 院創造都 市研究科

小
学
校

中

学
校

高
等
学
校

図 1　 初等中等教育で の情報教育

　　　　　　　　　　　 （指導要領解説）
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「

情報」 で の み 扱わ れ て い る わ けで は な

い
。 図 1 に 示す よ うに小 中高の 様 々 な分野 に盛り込

まれ て い る 。
こ の 「情報教育」 に は 下記の 3点の 柱

が あ る ：

　 ● 情報活用 の 実践力

　 ● 情報 の 科学的 理 解

　 ● 情報社会に参画する態度

と い う三 本柱 で あ る 。 し か し我 々 が 咋 年 の 発 表

「『情報』 科目 テ キ ス トに お け る 『
図書館 慧」で 指摘

した よ うに，必ず しも図書館情報学の 知見が 生 か さ

れ て は い な い の で は な い か と の 疑念 を い だ か せ る よ

うな扱 い で ある 。

　高校 に導入 され た 教科
「
情報 」 は，実は普通教科

3 科 目，専 門教科ll科目か ら な る科巳群 か らな っ て

い る 。 我々 の調査で は，上 記 の うち普通教科に焦点

を据え て 調査を行 っ た。そ の 1普通教科」 の 中に は

「
情報 A 」

「情報 B 」
「情報 C」 と い う名の 科 目が
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含 まれ る 。 こ の 3 科 目の 間の 差異は ，先述 した 三 本

柱 の どれ に重心 を置 くか の 差 で ある。もっ と も，力

点の 置 き方に違い が ある だけで ，3 科目とも三 本柱

の すべ て の 項目を カ バ ー
す るよう規定 され て い る 。

2．教科書出版社 へ の ア ンケ
ー

ト

2．1 調査概要

　付 録 1 〔次 ペ
ー

ジ） に 示 す よ うな調 査票 を ， 検 定

済み教科書を出版 したU 社 の 編集部気付で 送付 した．

回答は 4 社 よ り得 られ た 。 回答率36％ で あ る 。 回答

の 概要 を表 1に 示す。

表 1　 教科書会社 へ の ア ン ケート結果

教 科書 指導書

○ △ × o △ ×

情報A21 ⊥ 211

学校図書館 との 連携 情報 B10211 ／

情報 C021120

情報A022121
公 共図書館 との 連携 情報 B0o3003

情 報 C012021

情報 A12 ⊥ 211

情 報 探索 プ ロ セ ス 情 報 B ユ 02102

情報 C ユ 11111

情 報 A0o4Q22
司 書 教 諭 情報 B003003

情報 C003o12
情報A   04022

司　 書 情報 B0030o3

情報 C003012

情報 A04013o

分　類 情報 B012o12

情報 C02112o

情報A013o31

別　置 情報 Boo3012

情報 CQo302 土

情報 A121121
ILL 情報 B102003

情報 C012111

情報 A031031

納本制度 情報 B003o03

情報 C021120

情報 A121121

情報公 開制 度 情 報 B012012
情 報 C111111

情報 Ao ユ 3022

公 文 書館 情 報 B003012

情報 C003012

藤間ほか ：
「
情報」 科 凵テキス ト等にお ける

「
図書館」 〔その 2｝

2．2 考察

　 4 社 の み の 結呆 なの で ，断定的な判断 は 避け る べ

きで は あ ろ うが ，あえ て分析す る と，
．．
ド記 の ような

所感 を覚 えざる をえな い 結果 で あっ た 。

　 ● 箱 もの と し て の 図書館へ の 理 解 は ある程度あ る。

　 ● 近隣 の 公立図書館 と の 連携 と い う視点へ の 意識

　　 の 薄さ が感 じ ら れ る 。

　 ● 情報 を扱 うもの の
， 図書館情報学 で い う 「

情報

　　管理 」
へ の 意識 の 薄 さが感 じられる c，

　 ● 司書 の 専門性へ の 意識の薄さ が感 じ ら れ る 。

　 ● 他 の こ とに
一

杯 で 図書館 まで扱えない の で，図

　　書館に 関 し て は 調 べ 学習，国 語，社会等他 の 分

　　野 に任 せ る と い う姿勢 が ある 。

3 ， 「
情報科教育法」担当者 へ のア ンケ ー

ト分析

3．1 調査概要

　教科 「情報」 の 教職課程認定を受け て い る 185校

に対 し，各大学情報科教育法担当者宛て で 調査票 を

送 付 した。設 問 は付 録 2 （p．115） に 示す。41人 の 回

答を 得 た 。 あ る
・
大学 か ら は 5 人 の担当者か ら重複

して 回答が寄せ ら れ た の で ，実質的 に は37校で あ り，

大学数で見た 回答率は 19％ とな る 。 他に担当者に 連

絡 が と れ な か っ た等の 理 由で 無回答の 返信が 5通あ

っ た。回答の 概略 を 次 ペ ージ の 表 2 に 示す 。

　図書館 との連携に つ い て の 自由記述 は ほ とん どな

か っ た 。 あっ た 回答を上 げて い くと

　 ● 収書 の 依頼 （2通）

　 ● 検索の 演習 （2通）

　 ● レ フ ァ レ ン ス
・サ ービ ス

　 ● 調 べ 学習　　 　 　 　 　　 が 上げ られ る 。

　担 当者 の 背景学問 に つ い て 問 うて み た が，出身研

究科 と現在 の 研究 テ
ーマ が 違うとい う担当者 もあ り，

定量 的な議論が出来 る ほ どの 回答が 得 ら れ た わ けで

は な い
。 全体 と し て の傾向を見る と，教育学系⊂特

に教 育工学系） と工 学系が多 く，経営学系（特 に経

営情報系〉が それを追 う。しか し理学系，文学系，

地理学系 も散見 さ れ た 。

3．2 考察

　 本ア ン ケ
ー

トに お い て も，断定的な結論 を 出す に

は 回答率が低す ぎ る きらい があ る が，逆 に
‘

日本 図

書館研究会情報 シ ス テ ム 研究 グ ル
ー

デ か らの ア ン

ケ
ー

トに答える大学教 員 は
， 図書館 に親近感 が あ る

か，何事に も誠実 に 対応す る ような人だ ろ う と推察

して 分析 を進 め る 。 まず全体の 印象で は，
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付en　1　 出版社 へ の設問

　　　　　　以 下 に 出版祉 向けア ン ケートの 設問を示す。 雑誌採録 とい う性 質上，二 段組 で 述べ て い るが，
　　　　　 実際 の ア ン ケ

ー
トで は

・
段組 み で A4 版 2 枚 の ア ン ケ

ー
ト用紙 に 挨拶状 を添付 して送 付 した，、

まず，御社 の 社名を御記人 くだ さ い
。

　次回の 教科書検 定 に向け て
， 教科

「
情報 」 で 準

備 を進め て い ない 科目があれば御記入 くだ さ い ：

　以下 の項目に つ い て は ， 記述上 入 れ る こ とに努

め て い る事項 に 「○」J 余裕が あ れ ば 入 れ る こ と

を検討する事項 に
「△ 」， 特 に努め た とは い えな

い 事項に 「× 」 を記 して くだ さ い 。

・授業で 「
調べ 学習 」 等を実施す る 場合 に は，学

校 図書館 と連携 して行 うこ とが 望 ま しい こ と に

つ い て （例えば，学校図書館側 と事前 に 連絡 を

と る こ と に よ っ て必要な資料等を準備 して もら

　う こ とが で き る 。 ）

　　　 　

　　　　

　　　　

・ 「
調 べ 学習」 等 を宿題 と して 実施す る場合に は，

近隣の 公 共図書館に も連絡 す る こ と が望 ましい

こ と に つ い て 。（事前 に 連絡 す る こ と に よ っ て ，

図書館側で関係資料を一
人 の 生徒が独 占 して し

ま うこ と を さ け て もら っ た り，生 徒 か ら の 質 問

を学校の宿題 に 関 わ る も の と して 対応 して もら

う こ とが で きる 。 ）

情報 A 情報 B 情報 C
教科．書

指導 書

・情報検索 の プ ロ セ ス モ デ ル に つ い て 。 （例 え ば，

ア イ ゼ ン バ
ー

グの ビ ッ グ 6 モ デ ル等の情報解決

の た め の プ ロ セ ス に つ い て 。）

　　　　

　　　　

　　　　

・学校図書館に は 「
司書教諭 」 と い う資格 （専 門

職制度）があ る こ とに つ い て 。

・
「青報 A 情報 B 情 報 C

教科書

指導書

・公 共 図書館に は 「司書 ・司書 補 」 と い う資格

（専 門職制度）があ る こ と に つ い て 。

情報 A 情報 B 情報 C
教 科 書

指 導 書

・
図書館で 使 わ れ て い る本 （資料）の 分類法に つ

い て 。

　　　　　

　　　　　

　　　　　

・図書館 で 資料を探す場合に は別置資料 （分 類法

と は こ と な る ル
ー

ル に 基 づ き，所定の 書架に は

置かず別の 場所に並 べ て い る資料）に も必要が

あ る こ と につ い て 。

情報 A 情報 B 情 報 C
教科書

指 導 書

・
資料 を他 の 図書館 と相 互 に貸借する と い っ た 図

書館の ネッ トワ
ー

ク（図書館協力）につ い て 。

情報 A 情報 B 情報 C
教 科書

指導書

・
国立 国会図書館 は 国内 で 出版され たすべ て の 資

料 を収集 して い る こ とに つ い て 。

　　　 　

　　　 　

　　　 　

・官公庁で作 られ た資料 ・
情報 は 原則 と して情報

公開制度 に よ っ て 入 手す る こ とが で き る こ と に

つ い て 。

　　　　　

　　　　　

　　　　　

・官公庁 で 作 ら れ た資料 ・情報の うち ， 歴史的価

値が ある と判 断 され た もの は公文書館 に収蔵 さ

れ る こ と に つ い て 。

情報 A 情 報 B 情報 C
教科書

指導書

　その 他，教科 「情報」 の 教科書作成 にあた っ て，

図書館 に 関連 した事項に つ い て
，

な に か お気 づ き

の点等あ れ ば御 記入 くだ さい
。

　ご協力 あ りが とうご ざい ま し た 。
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「
情 報 」 科 目テキ ス ト等にお け る 「

図書館」 （そ の 2 ）

付録 2　 「情報科教育法担当者 」 へ の設問

以 ドに
「
情報科教 育法担 当者」 向 け ア ン ケ

ー
トの 設 問 を示す。雑 誌採録 とい う性質 L，「 段細で 述べ て い る が，

実 際の ア ン ケ
ー

トで は
一

段 組 み で A4 版 2枚 の ア ン ケ
ー

ト用紙 に挨拶状 を添付 して 送付 した 。

　本 ペ ー
ジの 各設問 には ，下記 の 選択肢の うち も

っ ともあて は まる番号をお答え くだ さい ：

1 ：
『情報科教育法』 の 重要な部分 と し て扱 っ

　 　て い る 。

2 ：
『
情報科教育法 』 の

・
部 で は あ る が 重 要な

　　範囲 と して 扱うわ けで は ない
。

3 ：教 科
「
情報』 に含 ま れ る が

「
情 報 科 教 育

　　法』 で は扱わ ない 。

4 ：情報教育の 内 容 と して 必 要 で あ る 。しか し，

　　教科
『
情報 』 の 範疇 に は 含 まれ ない 。

5 ：初等中等教育の 情報教 育の 内容 と し て 必要

　 　で あ る と思 えない 。

☆ 3
，

4 と お 答 えに な っ た 方 は ど こ が 適 切 とお

　考えか もお 書 き くだ さ い 。

・授業 で
「
調 べ 学習」 等を実施する場合に は ，学

校図書館と連携 して行 うこ とが望 ま しい こ と に

つ い て （例 えば，学校図書館 側 と事前 に 連絡 を

と る こ と に よ っ て 必要 な資料等を準備 して も ら

うこ とが で きる 。 ）

・ 「

調べ 学習 」 等 を 宿題 と し て 実施 す る 場合 に は ，

近隣 の公共図書館に も連絡する こ とが望 ましい

こ と に つ い て 。（事 前 に 連絡す る こ と に よ っ て ，

図書館側 で 関係資料を
一

人 の 生徒が独占して し

まうこ と をさけ て もらっ た り，生 徒 か らの 質問

を学校 の 宿題 に関 わ る もの と して 対応し て も ら

　うこ とが で きる 。）

・情報検索 の プ ロ セ ス モ デ ル に つ い て 。 〔例え ば ，

ア イゼ ン バ ー
グの ビ ッ グ 6 モ デ ル 等 の 情報解決

の た め の プ ロ セ ス に つ い て 。 ）

・学校 図書館に は 「
司書教 諭」 とい う資格（専門

職制度）が あ る こ とに つ い て 。

・
図書館で資料を探す場合に は別置資料 （分 類法

とは こ となる ル
ー

ル に基 づ き，所定の 書架に は

置 かず別 の 場所に並 べ て い る資料）に も必要が

ある こ とに つ い て。

・資料を他の 図書館と相互 に貸借す る とい っ た図

書館 の ネ ッ トワ
ー

ク（図書館協力）につ い て。

・国立国会図書館は国内 で 出版されたす べ て の 資

料 を収集 して い る こ と に つ い て 。

・官公庁 で 作 られた資料 ・情報は 原則 として 情報

公開制度 に よ っ て 入 手する こ とが で きる こ とに

つ い て。

・
官 公 庁 で 作 ら れ た資料 ・．1’￥ Eの うち，歴 史的価

値が あ る と判断 された もの は 公文書館 に 収蔵 さ

れ る こ と に つ い て 。

・図 書館利用 に 関す る 知見 を 深 め る こ と に つ い て

　 「
情報科教育法 」 の 実施 に あ た っ て，大学図書

館 と連携を取 っ て い る こ とが あ れ ば お 答 えくだ さ

い 。

　
「
情報科教 育法 」 実施 に お い て

， 貴学 の 建学 の

精神 と の 関連 を考慮さ れ て い る か，されて い る の

で あれば具体的な内容 もお答 え くだ さい 。

　そ の 他，
「

情報科教育法」 の 実施に あ た っ て ，

図書館 に 関連 した 事項 に つ い て
，

な に か お 気づ き

点等が あれ ば ご 記入 ください
。

　差 し支え な けれ ば所属大学 ・学部 ・学科をお 書

きくだ さい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差 し支えなけれ ば ご 出身の 学部 ・学科 を お 書 き

・
公 共 図書館 に は 「司書 ・司 書補 」 と い う資格 　　くだ さい

。

（専門職制度）があ る こ と につ い て 。

・
図書館で 使われ て い る 本 （資料）の 分 類法 に つ

い て 。

差 し支 えなけれ ば ご 専門の 研 究テ ーマ をお書 き

くだ さ い
。

ご協力 あ りが とうご ざい ま し た。
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表 2　 情報科教育法担当者ア ンケート結果

学校

図書館

公共

図書館

探索

ブ吐 ス

司書

教 諭
司 書 分 類 別 置 II。L

納 本

制 度

情報

公 開

公 文

書館
知見

「
情報科 教 育法 」 の重 要 な部分 645112246654

「
清報科教育法」 に 含まれ る ⊥381144749713ll10

教 科 「情 報」 の 範 疇 だ が 「
情報科

教 育 法 」 の 範 晴 で は な い
253545466432

「
情報教育」 の 範疇 だ が 教科

「
情

報 」 の 範畴で は な い
9123121212 ユ2543214

「
情報教育」 の 範疇で は ない 464111281210 工18124

無 回答 12111713131212121212 工312

　 ■ 箱 もの と して の 図書館 へ の 理 解は あ る程度ある 。

　 ● 図書館情報学で言う 「情報管理」
へ の 意識 の 薄

　　 さが 感 じ ら れ る 。

　 ● 司書の専門性へ の 意識の薄さが感 じられる 。

　 ● 他 の こ と に
・杯で 図書館まで 扱 えない の で，図

　　書館 に 関 して は調べ 学習，国語 ，社会等他 の 分

　　 野 に 任せ て い る。

とい う先 の 出 版仕 の ア ン ケ ートの 項 で の 感想 と共通

する もの があ る 。 しか し更 に注 月す べ き重要な こ と

と して ，自由 記述 欄 の 記 述等 か ら 垣 間見 ら れ る

「
‘
情報科教育法

’
の担当者 は 教科

‘
情 報

’
で 図書

館に触れ る こ とにあま り意義を感 じて い な い 」 とい

う現状 に つ い て で あ る。

　 こ の こ とを説明する ため に，設問 の 五段階 につ い

て解説 を加える。
‘
情報科教育法担 当者

’

向けア ン

ケ
ー

トで は，各項目に つ い て ド記 の 5肢から 1肢 を

選択す る もの と した 。

　 1 ：
「
情報科教育 法』 の 重要 な部分 と して 扱 っ て

　　　 い る 。

　 2 ：
『
情報科教育法』 の

一
部で は あ る が 重要 な範

　　　囲 と して 扱 うわけではない
。

　 3 ：教科
「
情報』 に 含 まれ る が

『

情報科教育法』

　　　 で は 扱 わ な い 。

　4 ：情報教育の 内容 と して 必要 で あ る 。 しか し，

　　　教科
『
情報 』 の範躊に は含ま れ な い 。

　 5 ：初等 rlr等教育の情報教育の 内容 として 必要 で

　　　ある と思 えない 。

　 こ の 選択肢 は ，情報教育の 中 に 教科
『
情報 』 が含

まれる こ と，教科
『

情報』 の 担当教員養成課程 の 中

に
‘

情報科教育法
’

が含まれ ，しか も情報科教育法

で教える内容 ・
重点 を担当教 員 の判断で決定する こ

とが で きる こ と に 基づ い て 設 定し た 。 もっ と も，自

由記述等 か ら判 断 して 当方の 説明不足 もあ り，こ の

ような
‘

狙 い
’

が うま く回答者に伝わ っ て は い なか っ

た よ うで は あ る が 。

　 さて各項目の 回答状況につ い て考察す る。学校 図

書館 との 連携 に つ い て は ，情報科教育法に含まれる

と言 う認識 はそれな りに定着 して い る よ うで ある。

しか し，公共図書館が
‘
調 べ もの を す る と きに 頼 り

に な る と こ ろ （機関）
’

と い う認知は少ない と判断で

きる 。 こ の 判断 は，公共 図書館 との 連携 に 関 して ，

教科
‘
情報

’
の 範囲 や

‘

情報教育
’

の 範囲 に 含 まれ

な い と考え る 人 が 半数近 くい る と い う結 果からの 帰

結で ある 。 もっ と も，あ る 厠答 で は
「

調 べ 学習 を 出

題 した と きに 近隣の 図書館 に連絡 を 取 る の は 講義で

扱うまで も無い 社会常識 で あ る 」 とい う意味の 記述

があ っ た 。 こ の 回答者の 見識に は我々 も敬意を表す

る もの で あ る が，現実問題 として みる と，こ の よう

な見識高 い 教諭 ば か りな ら，我 々 の 出発点で あ る 学

校 教育 に よ っ て 公共図書館が苦慮する よ うな事態 は

お きて い なか っ ただ ろ うとい う意味 に お い て ，机 ヒ

の 空論 とい っ て よ い だ ろ う と考える 。

　次に，専門職 として の 司書 ・司書教諭へ の 言及 に

関す る 設 問 を見 る 。
こ れ ら の 回答 に よ れ ば，教 科

‘

情報
’

に お い て は 司書 ・司書教諭 へ の 言及 の 必要

性 を感 じない 人が大半を占めて い る 。 こ の こ と は，

司書や 司書教諭が 教科
‘
情報

’
で言うとこ ろ の 「

情

報」 を支援する 専門職 と して は認知 さ れ て い ない こ

と を意味す る 。また，分類や 目録 を 教科
‘
情報

’

で

扱 うこ とに否定的見解を持 つ 人が大 半を占め る こ と

か ら，図書館情報学的な情報 の 取 り扱い が 教科
‘
情

報
’

の 範疇 に は 含まれない と考え ら れ て い る こ とが

読 み 取れる。

　
一

方 で，ILL や 国 立 国会 図書館 の 納本制度 に 関
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する評価が 高い の は ，大学教員 とい う研究者の 支援

制度 と して それな りに認知 され て い る こ と が教科
‘

情報
’

の 教員養成 に影響を与え て い る の で はない

か ど 1寸度 で きる 。 また，情報公 開制度や公 文書館の

扱 い が 高 い の は ，指導要領 で 間接 的 に 触 れ て い る 帰

結だ と考え ら れ る 。

　以 上 をま とめ る と，
‘
情報科教育法

’
を担当す る

大学教員 の 多 くは ，
“
形 （か た ち）

”
と して の 図書館

情報学的な知識を欠い て い る わけで は ない が ，
“

情

報基盤 と して の 図書館
tt

や
“
情報の プ ロ フ ェ ッ シ ョ

ナ ル と して の 司書
”

に 関 わ る よ うな図書館情報学的

な知識 を，高校 レ ベ ル で の 教育 に つ なげる こ と の 重

要性に つ い て は ，見出せ て は い ない 人が多い ，の で

は な か ろ うか と推察さ れ る 。

　更 に こ の 背景に あ る もの を，山内祐平 が 『
デ ジ タ

ル 社会の リ テ ラ シ ー劉で 提示 した
「

情報 リ テ ラ

シー
の 三 分類 」 に 当 て は め て 考察す る 。 山内が 提示

した
「

情報 リ テ ラ シ
ー

の 三分類 」 とは ， さまざまな

情報リ テ ラ シ ー
の 概念を 「情報一処理，利用す る 」

「
メ デ ィ ア

ー
解釈，表現す る」

「
技 術

一
操 作 ， 理解

す る 」 と分類 し たもの で あ る 。 図書館情報学の 素養

を持 つ 人 の 言 う
‘
情報 リテ ラ シー’

は つ 目の こ と

で あ る が，文部科学省認定 の 資格試験 で あ る
‘
J 検

（情報 処 理 活 用 能 力検 定）
’

な ど を始 め と す る，世

間
・
般 の

「情報教育」
へ の 理解は 三番目の 分類で あ

る こ と が 多い 。そ して ，
‘
情報科教 育法

’
の 担当者

の 大半もまたそ の ような理解を して い る の で は なか

ろ うか ，と解釈で きる 。 もちろ ん ，教科
‘

情報
’

に

お け る
「
情報 」 は 「

メ デ ィ ア
ー
解 釈，表現 す る 」

「技術一操作，理解す る」 に特化せ し め て も，
‘

情

報 リ テ ラ シ
ー’

教育は成 り立 つ とい う立場もあ りう

る
6 ）

が ，我々 はそ の ような見解 に は否定的 で あ る 。

そ れ は，図書館情報学的 な
‘

情報 リ テ ラ シ
ー’

（
「
情

報
一

処理 ， 利用す る 」）教育 と は 距離 の あ る もの だ

と考えるか らで ある。学校 図書館法 の 規定 にあ る よ

うに，学校図書館は学校教育に 必 要 な資料 を揃 えて

提供す る機 関 で あ る 。 しか し， その よ うな こ とが 果

た して 実現 されて い る の だ ろ うか 。 た と えば 河井弘

志 の
「交付 金 の

「学校図書館図書整備費」 は ど こ へ

行 っ たか］
n

で 指摘 され るような状況 や，今冂，公共

図書館に 起 こ っ て い る調 べ 学習に起 因す る
一．一
連 の 問

題 （影響）等 に目を向けれ ば
， 現 実の 姿が 見え隠れ

す る。また青山比 呂乃 の
「
司書教諭 の い る 学校 図書

館 と情報教育の 可能性 一 1 つ の 事例 報告1
’
｝

に お

藤間ほ か ：
「
情報」 科目テ キス ト等における

「
図書館」 （その 2）

い て指摘 されて い る ような高校 レ ベ ル の 参考図書 の

層が ア メ リカ に比べ て非常に薄 く，学校図書館 と し

て も資料選定に
．
呂
：
労す る よ うな状況 を踏まえ る と，

‘
画餅 にす ぎな い 図書館利用

’
よ り ICT （lnforma−

tion　Communication 　Technology ） に 頼 る ほ うが 現

実的 だとい う判断がな されて も不思議はな い と考え

る e

　 また 別 の 視点 か ら論 じる と
， 特 に 理科系 に お い て

，

大学 ・大学院の 教員で もある研究者が図書館を頼 り

に して い ない の で は な い だ ろ うか ，とい う感触があ

る 。 大学 ・大学院の教員で もあ る研究者が 図書館を

頼 りに し ない の で あれ ば，その 下 で 育成さ れ る将来

の高校教員達 も図書館を有効に活用す る こ との 重要

性 に つ い て 認識する とは考え に くい
。

　 こ の こ と に つ い て ，情報 シ ス テ ム 研究 グル
ープ 例

会で 分析 した時に提示された仮説があ る の で ，かな

り戯画化 が 過 ぎ る 表現 と の そ し り を 覚悟 の 上 で
， 次

に 示す ：

　　 日本の 研究者育成 を戯画化す る と，師事す る指

　導教員 の 範囲 の 中 で まず基本 文献 を追 い
， 指導教

　 員の 掌の 中で 最新 の 研究成果 に つ い て 調 べ ，学会

　発表等に お け る議論 と論文交換を経て 研究者と し

　 て 成長 して い くと い うもの で あ ろ う 。 こ の よ うな

　 流 れ の 中 で は 総合的 に 情報 を収集す る 図 書館 に 出

　 向くこ と よ り，各研究室 ・学科 ・学部 レ ベ ル に階

　層付け ら れ て分散 した資料を手繰る ほ うが 現実的

　 で あ ろ う し，実際大規模 大学 の 蔵書構成 は それ を

　 反映 し たような傾向を持 っ て い る ように見え る 。

　 そ の よ うな 中 で は学生 が 図書館利用に つ い て 深い

　経験を積む こ とはあ ま り期待で きない 上，指導教

　 員側 も，相対的に情報集積地 と して の 図書館 の 利

　 用法 に は さほ ど 習熟 して お らず うま く指導が で き

　 ない ため，結 果 として 情 報集積地 と して の 図書館

　 に つ い て の 認識 が 広 まっ て い ない の で は ない だ ろ

　 うか 。

　 また，こ の よ うな話 も時折 耳 に す る。「
見 た い 本

を OPAC で検索する と所蔵は して い る が所蔵場所

が他学部 の 教員の 研究室に あ っ たが ため ，利用をあ

きらめ て しまっ た 」 と。こ の よ うな状況 が 現 に 報 告

され て い る 。 こ の現状の 中で，大学教員に図書館へ

の 信頼 とい うもの が 醸 し出 され る の で あ ろ うか ？さ

ら に，司書の 側に も特に 理科系の 学 問 に お い て ，最

先端の 資料に つ い て 各個別分野 の 専門 家 に 比肩す る

知識 を持 つ こ と が 難 し い と い う，
H 本 の 図書館現場
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が持 つ 現状 に つ い て も考慮する必要が ある 。

　もち ろ ん，定量的に裏付ける 調査を行っ た わ けで

は な い が
， 日本経済新 聞杜 の 調査

9 ｝
で 理系学生 に対

す る ア ン ケ
ー

トの 中で，
「

大学で 足 りな い と思 う設備」

に対する第
一

位の 回答が 「
理系図書館」 （32．2％ ）で

あ っ た こ とを踏まえ る と，こ の よ うな，ある意味で

「自虐的」 な認識か ら 出発し た ほ うが ，結果 と して

図書館 の 現実 の 姿と将来へ の 展望 に つ い て の 社会的

な コ ン セ ン サ ス を得る こ と につ なが る の で は な い か

と考え る 。

4 ．ま とめ と今後の 課題

　 今囮 の 調査 で は
， 教科

「
情報 」 を出版 して い る 出

版社 及び大学で 教科
「

情報」 の 教員養成にあた っ て

い る 大学教員に対 して ア ン ケ ー
トを行 っ た。

　 現段階 の 調査 に よると，真 っ 向か ら図書館教育を

否定す る声 こ そ な か っ た も の の
，

「
情報 管理 」 や

「
司書 の 専門性 」

へ の 理解 は薄 く， 結果として
「

情

報」 を 扱 う場 と して の 図書館 や
「
情報専 門 職 」 と し

て の 司書 ・司書教諭を教科 「情報」 で扱うこ とは 一

部の 理解ある人々 以外 に は期待で きない こ とが予想

さ れ る 。

　 もち ろ ん，指導要領 に は 「学校図書館の 利用」 に

つ い て の 言及 はある 。 しか し，図書館 学 の 立場 に お

い て は
， 斎藤文男が

「85％ と い う哀 しみ と喜び聖で

記 した よ うに，
「

図書館に つ い て 知 っ て い る 」 と い

う自覚が あ る 人 が 必ず しも図書館サ
ービ ス に つ い て

知 っ て い るわけで はない こ とを踏まえる と，悲観的

に ならざる を得な い
。

　
「市民 の 知 る 権利 の 擁 護機関 と して の 図書館 」 を

学問基盤 の ひ と つ とす る 「
図書館情報学 」 とい う学

問分野か らす る と，「情報活用 の 実践力」
「情報 の 科

学的な理解」
「情報社会に参画する 態度」 と い うス

ロ ーガ ン を掲げ た 教科 に お い て ，図書館 へ の 言及 が

あ っ て しか る べ きだ と我 々 は考え る 。

　今回の ア ン ケ ートに おい て ，ある出版 社 の 返答に

「コ ラ ム と い う形で も扱 っ て い くの が 適切 で は な い

か と思 い ました」 とい う記述 が見ら れ た 。 地道 で 具

体的な働 きか けが 意味 を持 た な い わ け で はない と考

える 。 すな わ ち ， 新教科
「

情報」 を始め とする情報

教育 に，図書館 情報学の 視点を加味する よ う粘り強

く働 きか け る必 要 が あ る と我 々 は 考え る 。 ま た
， 志

保田 の 「大学の 変貌 と，図書館 ・情報利用教育へ の

期待ii）　．v仁 上 の
「
司書課程 の 社 会的評価の 向上 を 目

1 ユ 8

Vol．57　 No ，2

指す切 り札
一

情報検索演習 に おけ る
「

受講生 の授業

評価 」 の 集計結果L2，が提案す る よ うに，大学教育を

図書館情報学の 知見 を踏ま えた もの に 変容 させ るべ

く働 きか け る こ と が必要 で ある 。 しか し，その 実現

は，学校 図 書館 界の み な ら ず ， 図書館界 全 般 ， 図書

館学研究諸 団体 の 教育 の 世界に対す る批判お よ び提

言 へ の 動 きの 強 さ に か か っ て い る と も 言え る で あ ろ

う。 我々 は ，そ の
一

如 と して
， 今後 も高校で の教科

「
情報 」 の 実態把握 を進め る と同時に，大学教育 に

おける情報教育に 図書館 の 視点を加える方向 の 検討

を進め た い と考 える 。
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　 館 総合展 JLA 主 催講 演 会 開催，情 報 リテ ラ シ
ー

教 育支 援

　 強化策 に大 きな 共 感
一

」
『
図 書館雑誌 』 99（1），2005，p．8

◆九州 ブロ ッ ク セ ミナー開催の ご案内◆

　九州地区 の ブ ロ ッ ク セ ミ ナ
ーを，下記 に よ り開催

し ます 。 会員は もとよ り
一
般の方々 に も公開 の 企画

で す。多数 の 方の ご参加をお待ちして い ます 。

　なお，参加は無料です 。

日　 時 ：2005年 9 月 19日（月 ・祝）10時30分一．

　　　　10峙受付開始 ，
16時終了予定

会 場 ：長崎県諌早市 立 た ら み 図書館

　 　 　 　 TEL 　O957−43−4611

　　　　長lli奇県諌早市多良見町木床2002番地

　　　　 （JR 長崎本線
「
喜 々 津駅 」 か ら徒歩 約 15分 ）

テ ーマ ：図書館 をめ ぐる現代的課題

講師 ・コ ーデ ィネイ ター
：

　　　　 山冂 源治郎氏 凍 京学芸大学教授）

パ ネリス ト ：

　　　　種村エ イ子氏漉児島国際大学短期大学部助教授）

　　　　 田 浦　知子氏 （長崎県立長崎 図書館）

　　　　 田 中　光
一

氏 帳 崎県立長崎明誠高校司書教諭）

要 旨 ：最近の 図書館をめ ぐる環境の変化に つ い て ，

　　　　 三 つ の 点で 論議を し て い きます。

　　　　　
一

つ に は，指定管理者制度 が 2003（平 成

　　　　 15）年 9 月の 地方 自治法第244条 の 2の 改

　　　　 正 に よ り，い くつ か の 図書館 で 導人 さ れ ま

　　　　 し た 。 PFI 方式の 導入 と同様 に ， 教 育 機

　　　　 関へ の 民間参入 は どうな の か など，問題点

　　　　 は数多 くあ ります。

　　　　　 二 つ 目 に，中11．1文部科学大臣 は ，学 力低

　　　　 下 の 結果 を もと に ，今年 2 月の 中央教 育審

　　　　 議会 に 学習指導要領 の 見直 しを求め ま し た ．

後　援（中請中）

申し込み ・間合 せ先

そ の
一

方で，文字 ・活字文化の 振興を目指

して
「
文字 ・活字振興法」 案が 国会 に 提 出

され ようとして い ます。こ の ような中 で
，

学校図書館の 整備 ・充実 や学校司書 と司書

教諭 の 協働 ， 公共図書館と の 連携 な どをど

の ように展開して い くか を考える必要があ

ります 。

　 三 つ 目は，多 くの 自治体で市町村合併が

す で に な さ れ
，
20D6年 3 月 ま で に さ ら に 多

くの 自治体が合併 を予定 して い ます 。

一
方 ，

合併 し なか っ た 自治体 で も，今後二位
一

体

の 行財政改革 の 進行が あります 。 高い サー

ビ ス 水準 を 誇 っ て い た 自治体は，合併後そ

の 水準 を ど の よ うに 維持 し て い くの か ，図

書館が ない 地区で今後どの ように設置を働

きか け る の か
，

とい っ た課題が あ ります 。

　　　　：長崎県教育委員会 ，諌早市教育委

員会，長崎県公共図書館等協議会，長崎県

学校図書館協 議会 ， 長崎新 聞社 ，
NHK 長

崎放送局，長崎放送 ， 長崎文化放送 ， テ レ

ビ長崎，エ フ エ ム 諌早，諌早 ケ
ー

ブル テ レ

ビ ジ ョ ン

・永利和則 （小郡市役所総務部政策室）

　　 職場 TEL 　O942−72−2111（内線263）

　　　自宅 TEL ＆EAX 　O942−72−6484

　　 E −mai1 ：kazunori619＠yahoo ．co ．jp
・長崎県諌早 市立 た ら み 図書館

　　 TEL 　 O957−43−4611 　〒 859−0406

　　 長崎県諌早市多良見町木床2002番地

※ 昼食峙 に お弁 当（実費）が 必要な人 は，あわせ て

　お 申し込 み くだ さい 。
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